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所
繋
光
　
社

競
捌
禦
文

発
慧
誓
研

国
勢
調
査
に
村
民
の
協
力
を

十
年
に
一
度
の
基
本
統
計
調
査

十
二
月
一
日
か
ら
金
琉
一
斉
に

い
ほ
い
＝
…
㌦
1
1
に
か
か
T
u
耶
打
て

小
指
▼
て
の
世
…
．
＝
日
日
の
和
∴
に
よ

へ
な
け
i
t
に
調
正
す
る
こ
と
か

て
き
た
い
も
の
に
つ
い
て
は
そ

の
叫
佃
情
い
日
か
小
目
＝
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

㈹
胃
桁
毎
、
合
㍍
所
な
と
で
〓

そ
の
寄
宿
人
を
代
表
す
る
者
か

巾
パ
＝
し
ま
す
。

も
し
代
表
者
か
巾
什
＝
を
す
る
こ

と
か
で
き
な
い
場
合
は
各
人
か

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

榔
精
神
病
院
、
わ
い
療
養
所
、

結
核
療
養
所
等
の
よ
う
な
特
殊

施
設
の
収
容
者
に
つ
い
て
は
、

そ
の
施
設
の
長
（
浣
長
又
は
所

十
二
月
t
日
よ
り
同
八
日
迄
の

八
日
間
全
琉
一
斉
に
同
勢
調
充

が
実
施
さ
れ
ま
す
か
、
こ
れ
は

統
計
法
の
定
め
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
田
の
基
水
的
た
統
計
凋
嚢

で
全
琉
球
の
人
口
及
び
住
宅
の

状
況
を
調
べ
、
政
治
や
行
政
の

た
め
の
乱
損
質
料
と
た
る
統
計

を
つ
く
る
た
め
に
行
わ
～
l
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

戦
後
琉
球
に
わ
い
て
ほ
一
九
五

〇
年
に
弟
一
回
の
同
教
諭
壷
か

行
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
五
年
百
わ

一
九
五
五
年
に
も
こ
の
調
禿
か

実
施
さ
き
l
ま
し
た
か
今
回
は
そ

の
節
三
H
H
の
孤
立
に
あ
た
り

ます。
0
…
調
歪
片
面

‖
現
住
所
、
榔
氏
名
、
紗
世
帯

手
と
の
鋸
き
机
、
仙
男
女
の
凱

脚
出
生
の
紆
月
日
、
甘
木
新
地

佃
就
学
状
況
及
ひ
最
終
卒
業
学

校
、
㈲
配
似
関
偉
、
坤
配
偶
者

を
有
し
、
又
は
有
し
た
こ
と
の

あ
る
女
子
の
紆
肺
勾
翫
及
ひ
そ

の
拙
産
児
敏
、
仰
絹
一
四
才
以

上
の
者
に
つ
い
て
折
節
遇
闘
小

に
お
け
る
乱
発
状
粧
、
乳
業
批

閃
、
従
業
先
の
名
称
及
び
ひ
業

の
内
容
、
化
一
小
の
内
容
ハ
忙
業
」

の
地
位

O
l
1
匹
指
に
つ
い
て

伸
使
用
案
の
所
有
関
係
、

闘
志
、
間
代
H
、
使
用
等
数

日
畳
数
、
㈹
人
員
数

的
住
属
に
つ
い
て

仰
住
民
の
河
村
、
仲
居
佳
日

㌦
川
‥
‥
十
‥
訂
ト
㌍
㌦
㌦
言
㍉
．
言
．
川

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
■
以
上
の
様
に
重
要
で
む
つ
か
し

館
鰭
l
庭
絹
絹
…
伸
閑
㍍
銅
㍍
関

目
が
世
…
…
主
か
不
許
で
あ
る
か
戎
申
し
上
げ
ま
す
。

的
個
人
用
、
居
住
目
的
集
用
一

用
、
升
併
任
目
的
の
別
、
〓

肝
佳
日
的
個
人
用
に
つ
い
て
川

利
用
状
況
、
利
用
日
的
、

甘
用
水
施
設
の
稀
顆
台
所
、

便
所
、
炊
申
用
熱
軒
の
種
類

照
別
の
和
知
、
住
民
の
規
松

世
帯
数
及
び
屠
住
人
月
数
、

国
屋
根
の
耗
頬
、
帥
壁
の
部

類
、
M
腐
朽
根
弟
l
の
程
皮

掴
建
物
に
つ
い
て

仙
建
て
方
、
回
建
築
の
略
細

目
持
物
の
規
損
、
国
居
住
世

帯
数
及
び
賦
住
人
n
敬

①
…
網
訳
の
方
法

調
査
は
一
世
≠
仙
毎
に
別
々
の

調
禿
叫
小
を
用
い
て
行
い
ま
す
。

土
地
借
賃
安
定
法
の

実
施
に
つ
い
て

一
九
五
九
年
一
月
十
三
日
付
立
立
法
か
二
号

法
オ
ニ
ケ
に
よ
り
公
布
さ
れ
ま

し
た
。
令
法
の
目
的
は
土
地
の

餌
賃
借
に
閃
し
適
正
な
最
高
借

仁
を
設
定
し
当
事
者
問
の
衡
平

を
保
持
し
か
つ
経
済
の
安
定
に

質
す
る
こ
と
か
目
的
で
あ
り
ま

す
。
現
在
米
国
か
使
用
し
て
い

る
祈
用
土
地
は
高
等
弁
務
官
永

令
か
∴
〔
号
に
基
い
て
n
貸
借
一

契
約
を
踊
紐
し
て
合
法
に
制
定
■

さ
れ
て
い
る
最
高
情
i
l
に
基
き
一

（
土
地
梢
代
箕
定
法
抜
革
）

川
　
（
日
的
し

第
一
集
　
こ
n
⊥
扶
法
は
⊥
地
の

㌫
H
情
に
闇
し
、
通
l
E

た
‥
M
甘
…
付
∬
む
設
定
し

も
っ
て
当
廿
者
刷
の
衡

平
た
保
指
し
か
つ
経
済

の
安
定
に
汽
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

（
報
山
＝
告
の
損
山
）

蠣
十
七
象
　
賃
貸
人
は
当
該
描

地
の
所
在
、
地
番
、
地

口
、
地
租
並
に
等
択
及

〔
賃
情
人
の
氏
名
、
丑

所
、
年
間
借
賃
を
記
赦

し
た
報
告
智
を
行
政
ヨ

席
に
提
出
し
な
け
れ
は

な
ら
な
い
。

2
前
項
の
報
告
杏
は
賃
貸

楢
の
締
結
の
日
か
ら
一

苗
月
以
内
に
、
賃
貸
借

が
こ
の
立
法
施
行
前
に

締
結
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
こ
の
立
法
公
布
の

日
か
ら
三
田
月
以
内
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

・」、○

（
虚
偽
の
記
載
の
禁
止
）

幕
十
八
集
　
何
人
も
前
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升
一
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仇
＝
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梢
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八
㌔
1
．
軋
し
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い
∵
“

っ
　
ヽ
八
　
、
　
〇

第
二
十
二
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1
．
－
八
笑
ハ
■

た
∴
。
圧
反
し
た
書
パ
∵
十

m
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下
心
・
1
懲
役
訳
し
▼

．
十
．
∵
工

に

処

す

る

し

　

　

一

亭
一
十
三
集
　
か
上
し
粂
ハ
旦

た
に
…
兄
圧
し
た
者
は
拾
一
の
完
成
迄
の
区
民
の
棋
力
は
、

ト
ル
月
下
∩
㍊
料
に
処
な
お
山
北
摘
な
物
で
あ
ろ
。

す

ろ

く

　

　

　

　

　

　

　

一

n
H
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u

奥
間
三
郎
氏
十
弗
寄
贈
と
な
ら
か
た
枚
磁
l
父
君
佗
信
尺

玉
区
二
班
の
奥
聞
三
郎
氏
は
よ
の
市
川
返
し
レ
一
し
て
本
村
九
匡

る
十
一
月
二
十
一
日
不
帰
り
人
ハ
璧
L
H
り
‥
㌧
㍍
曲
り
り
椚
さ
れ
た

l
二
m
」
け
は
に
小
お
の
日

か
h
m
′
f
J
L
、
山
九
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八
・
⊥
．
七
八
い
じ
か
・
日
通
山

川

十

”
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一

九
区
に
本
村
最
初
の
遊
び
場
完
成

区
民
の
協
力
で
出
来
た

こ
の
程
几
l
虞
に
本
村
最
初
の
子

供
の
遊
び
場
か
完
成
し
た
。

こ
れ
は
環
境
に
め
く
ま
れ
な
い

子
供
達
の
た
め
に
遊
び
場
で
も

つ
く
っ
て
や
り
た
い
、
と
知
念

区
長
が
区
民
に
よ
ひ
か
け
た
所

婦
人
会
や
区
民
が
積
極
的
に
協

力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
適
地

を
過
定
し
九
区
五
椛
に
あ
る
大

田
守
正
氏
（
大
田
商
店
主
）
　
の
・

土
地
二
四
坪
を
卸
悍
恵
に
よ

り
か
し
て
も
ら
い
去
る
九
月
か

ら
毎
日
摘
入
会
や
区
民
延
七
百

人
が
労
力
を
奉
仕
し
て
的
ニ
ケ

立
派
な
施
設
■

パ
問
て
出
火
あ
へ
　
っ
た
れ
の
′
ご
一

ある。
税
衣
迄
に
九
疎
知
の
憩
い
用
〓
パ
▼

を
揃
■
三
、
あ
る
か
専
く
も
子
供

達
か
朝
か
ら
殺
到
し
出
来
あ
か
」

る
t
つ
一
つ
の
施
設
に
我
先
に
h

と
列
を
つ
／
、
つ
て
版
を
待
っ
て

い
る
状
態
で
あ
り
中
に
は
食
草
▲

錆
㌍
描
鰭
律
つ
て
■
書

尚
現
在
迄
に
こ
の
施
設
に
つ
か
】

わ
れ
た
費
用
は
九
百
弗
余
と
い
■

う
か
わ
先
で
立
派
な
施
設
と
い

え
る
が
そ
れ
よ
り
こ
の
遊
び
館
＝

こ
の
調
丑
に
は
調
売
り
（
十
二
↑
毎
年
の
餌
代
料
か
地
主
に
支
払
■

月
一
日
酌
に
．
り
り
埠
帖
調
訳
と
　
い
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
　
，

調
小
射
り
絵
に
行
う
実
地
調
小
県
か
一
般
の
J
地
に
つ
き
ま
し
て

あ
り
・
r
l
ぅ
雛
調
空
目
か
頼
り
＝
者
は
近
年
恥
に
i
l
n
付
契
約
か
牡

に
別
間
し
て
各
人
毎
に
調
訳
を
い
L
行
わ
れ
て
か
り
ま
す
か
、
令

行
い
ま
す
ヾ
　
　
　
　
　
　
　
法
の
m
′
付
に
つ
い
て
閃
樟
地
主

し
：
舟
〃
‥
者
　
　
　
　
　
　
に
対
す
る
川
阿
礼
虹
か
不
小
九
分

こ
の
討
死
で
M
勢
識
満
目
の
て
あ
っ
た
閃
堕
、
令
法
に
遇
か

4

－

爪

h

U

 

J

u

1

　

3

　

日

■

L

 

n

l

い

　

2

　

り

】

　

l

 

h

．

‖

　

’

1

　

■

h

u

9
．
4
　
n
U
　
9
　
n
ト
．
　
1
　
り
0
　
7
　
1
　
▲
．
1
　
n
H
り
　
9

い

り

　

l

 

q

U

 

l

n

T

 

U

U

 

l

 

l

 

n

U

　

一

。

J

 

O

 

d

一

　

6

1

　

　

　

　

1

　

　

　

　

一

l

 

l

 

l

▲

　

】

1

　

1

　

t

1

　

2

1

　

7

　

9

　

9

　

9

　

V

U

　

7

　

7

　

1

1

U

　

7

　

●

1

q

 

O

V

9
　
7
　
′
．
n
 
A
u
H
　
一
．
1
　
【
－
　
9
　
I
⊥
】
－
へ
り
　
し
い
　
■
－
　
1

J
l
山
．
5
　
4
一
7
　
』
1
　
5
　
■
「
．
　
■
h
H
　
▲
7
　
5
　
【
－
　
企
U臥

†
に
爪
日
付
契
約
を
絹
軋
し
て

い
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少
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あ
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と

思
料
さ
J
l
ま
す
の
T
■
、
鋸
釈
十

地
樟
n
安
定
法
抜
粋
と
最
高
付

代
表
を
参
考
に
さ
れ
ま
し
て
今

後
違
反
者
か
た
い
よ
う
に
留
意

し
て
下
さ
い
。

令
法
井
十
七
灸
に
よ
る
朝
出
日
和
日

は
役
所
に
あ
り
ま
す
尚
不
明
の

点
は
役
所
土
地
係
に
加
照
会
下

さい。　　　　　　】
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1！略0年12月1日（木曜日）2　　　第9号

九
二　C〉

木　火　月

田　ニ　ー

〆、一‘打十㌦ノこて
‾‾　　　　　†　　　　■－，－．一一・－．＿＿－．．・．・．＿．て＿一L

行政　日誌
1月　6日　消防出初式

観光専門委仁会①本土の捕西購入挿
和選程

曙据光卜金支部設立
i二（いて

1月　7日　一日揖けチ指が’コ寸入札は谷共樫に

薄札1

1JIll日　中取掛右脚廿！長余　於当事はミニ絹こ
‘・lr他日皿杓文と．6日間

1HlBH文政損うl民情祝翳の／二の兼村（各種

団体長出席）
1月19日　才末／こすけあい運動事前打合せ会

1月21Eliij防庁舎敷地の地鎮祭

1パ23日防犯結合展示会
1月26日　岡統世常並に扶助世符への物頁配給

2月2日　登記所設置に関する中門委員会
2月6口61才以上生イ1合同祝賀会

2日8日2月分扶助料支払

2月12日　中部地区財政事務研究会

2月17日政府立公園祭説会員比謝り河畔湘査

2月18日　克子納柑臨時読会

2月19日　豚叛ナ紡注射実施

2月22日「商売の方法」についての幻灯会

2月29日嘉手納、読谷、コザの田仲粕社小作
人肌議会

3月1日　戦没者遺児との座談会

3月3日　消防隊11によるi削ヒ訓締実施

3月　4口　区長会（挑犯映画実施について）
3月　H　救ユ法講習会

3月　9H D．P．T．‾川ノブ江別実地

3月14日　中江地区市町村長並に読会議長会

3月15日恩釈時効対策説明会

3月23日　接助物円の配治

3月28日嘉手納村議会

3月27日　職員厚良市町村祝祭

3月29口　中芯地区引揚弔務研究会
拙核予防法に依る擬蝕診断（一区）

4月　3日　中音：地区市町村職最親善野球大会
4月6日　援助物日配給

4月8日　講和前損失補償獲得期成会
4月16日　か9【21吉王手納村共進会

4月20日　小t■むJ地区続．11噛研究会

4月25［l串．で＿地区長、会誌、長芸

4月26El学絞払木調禿冥111■詭肌ム

4月28日　数行法令研偉去

5月2日　講和前掛失捕偽獲得期成会轄金
5月3日　矛10回I雫j少で．不良化防山運動恕孟七会

5月鋸】夏季精銅週間実施

5月12日　か3阿嘉手納村臨時議会（4日間）

5月2相　即賃貸料支払

5月27日　全島市町村議会議長会

5月2針1椚防庁舎落成式

5月29日　生改グループHの役目会

6月4口　観光地関係地壬とLn懲H一モ会

6月9日　台風予防対策披講金

6月10日　オ四回嘉手納村議会定例会

6月15日1960年度軍賃貸料支払

給与近代化についての説明会

6月18日　村内老人慰安旅行

6月28日　身体障悪者福祉強調運動説明会

6月28日　役所職員採用試験実施

6月22El賂合グラウンド妊設推進期成会評議
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計石貴分有嘉音買方青石月

屈婚
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一五五五三〇四三五五六数姻

報広村納手嘉

一
九
六
一
年
一
月
八
日
執
行
嘉
手
納
村
長

一
九
六
毒
一
月
十
吾
執
行
嘉
手
納
村
日
程
表

議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙

月
日
確
通
辞

一
九
六
〇
　
十
一

二
四
木
四
五

二
五
金
四
四

二
九
火
四
〇

一
九
六
〇
　
十
二

一

木

三

八

二
　
金
三
七

六
　
火
三
三

七
　
水
三
二

一
四
水
二
五

一
六
金
　
二
三

十
九
月
二
「
）

二
〇
火
一
九

選
挙
に
関
す
る
瑚
務

村
長
選
挙
期
日
の
仏
日
示
　
村
長
選
等
運
動
聖

の
制
限
額
の
告
示
候
補
者
一
人
に
つ
き
二
五

二
弗
一
六
仙
　
村
長
選
挙
運
動
開
始
期
日
の

出
‖
示（

村
長
）
補
充
適
革
人
名
簿
調
整
期
日
始
日

村
長
選
挙
会
境
遇
革
の
日
時
の
告
示
初
日

村
長
選
挙
の
不
在
投
票
用
紙
及
び
同
封
間
の

踊
求
始
日

（
村
長
）
補
充
選
挙
人
名
簿
調
整
期
日
放
終

日
　
（
村
長
）
補
充
選
挙
人
名
簿
縦
覧
期
日

の
普
示

村
議
会
議
n
選
挙
期
日
の
此
‖
示
　
村
議
会
議

員
選
挙
運
動
費
の
制
限
額
の
告
示
候
補
者
一

人
一
二
弗
五
八
仙
　
村
議
会
議
員
選
挙
運
動

開
始
期
日
の
普
示

（
村
誠
会
議
レ
H
）
補
充
選
挙
人
名
簿
調
整
親

日
初
日
　
村
議
会
議
員
選
挙
会
場
選
挙
の
日

時
の
皆
示
の
初
日
　
村
議
会
議
員
選
挙
の
不

在
投
票
用
紙
及
同
封
関
の
鏑
求

（
村
誠
会
誌
‖
）
補
充
選
挙
人
名
簿
調
整
期

日
最
終
日
　
（
村
議
会
議
邑
）
補
充
遠
轟
人

名
簿
縦
毘
期
日
の
告
示

（
村
長
）
補
充
選
挙
人
名
簿
縦
髭
開
始
日

（
村
長
）
補
充
述
挙
人
名
簿
に
対
す
る
異
議

申
立
期
日
初
日

（
村
議
会
誌
‥
H
）
補
充
選
挙
人
名
簿
縦
覧
開

始
日
　
（
村
註
金
議
員
）
補
充
遥
挙
人
名
薄

に
対
す
ろ
琴
．
抽
中
立
期
日
初
日

（
村
長
）
机
克
過
挙
人
名
簿
の
縦
覧
期
日
最

終
日
　
（
村
長
）
的
充
遺
革
人
名
簿
異
議
由

⊥
〃
期
間
＝
翫
終
日

村
長
ハ
・
打
拗
満
1
の
目
前
三
U
U
H

へ
村
長
）
用
未
婚
挙
人
名
簿
の
異
議
申
宣
決

定
揖
離
日
　
村
長
上
江
侯
札
届
出
、
推
勅
届
出

C
爪
孟
ハ
開
始
〔
甚
軍
人
三
し
人
署
名
）
　
村

長
詳
革
い
J
J
L
余
人
の
届
出
受
付
開
始
　
相
良

選
挙
■
半
群
両
説
位
届
出
受
付
開
始
　
村
長
選

七

　

土

一

八

○

一
四
上
　
六

期
等
の
支
出
鯨
任
者
の
届
出
受
付
開
始
　
村

長
選
挙
運
動
間
初
日

（
村
議
会
議
月
）
補
充
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

期
日
最
終
日
　
（
村
議
会
議
員
）
補
充
選
挙

人
名
簿
異
議
申
立
期
間
最
終
日

村
濾
会
議
良
の
任
期
満
了
の
目
前
三
〇
口
目

（
村
長
）
補
充
選
挙
人
名
簿
に
対
す
る
巡
蔵

へ
の
提
訴
最
終
日
　
（
議
会
議
員
）
補
充
遥

革
人
名
請
の
異
誠
申
立
決
定
最
終
日
　
村
議

会
議
員
立
候
補
届
出
推
鵡
届
出
の
受
理
開
始

村
議
会
臨
月
選
挙
立
合
人
届
出
受
付
開
始

村
議
会
議
員
選
挙
事
務
所
設
t
届
出
受
付
開

始
　
村
議
会
謎
且
選
挙
の
支
出
茸
任
者
届

出
受
付
開
始
　
村
議
会
議
員
選
挙
運
動
期
の

開
始

村
長
選
挙
会
場
、
選
挙
日
時
告
示
最
終
日

（
相
談
会
誌
邑
）
補
充
選
挙
人
名
薄
に
対
す

る
巡
劫
へ
の
提
訴
最
終
日

村
議
会
諸
員
選
挙
会
場
選
挙
日
時
遇
挙
定
数

告
示
最
終
日
　
村
長
立
候
補
届
出
推
肌
届
出

の
受
輝
最
終
日
（
選
挙
人
三
C
人
署
名
）

村
長
選
挙
立
合
人
の
届
出
受
理
最
終
日
　
村

長
選
挙
の
支
出
葺
任
者
の
届
出
最
終
日
　
村

長
選
挙
事
務
所
設
置
届
出
受
付
巌
終
日
　
村

長
選
挙
運
動
費
用
中
間
報
告
日
及
び
仏
日
示

（
村
長
）
補
充
選
挙
人
名
簿
に
対
す
る
異
議

判
決
最
終
白
　
（
村
長
）
　
補
充
遺
産
人
名
簿

の
確
定
　
村
長
適
革
立
合
人
五
人
を
超
え
る

と
き
の
く
じ
の
実
施
　
村
長
選
挙
不
在
投
票

最
終
日
　
村
長
選
挙
の
閑
粥
小
期
日
の
告
一
ホ

選
挙
会
場
の
準
備

村
長
選
挙
投
票
日
午
前
七
時
よ
り
午
後
六
時

ま
で

村
長
選
挙
開
票
日
午
前
八
時
よ
‖

村
長
当
選
告
知
予
定
日

村
議
会
諸
員
立
候
補
届
出
、
推
鵡
届
出
の
受

理
最
終
日
　
相
談
会
議
員
選
挙
立
会
人
の
届

出
受
理
最
終
日
　
村
議
会
議
員
選
挙
事
務
所

設
何
軒
汀
仰
出
受
付
最
終
日
　
村
越
全
通
員
選
挙

の
支
出
煮
任
者
の
届
出
叔
終
日
　
村
誌
全
議

員
選
挙
運
動
也
用
中
間
報
告
及
び
革
が

村
議
会
議
員
選
挙
不
在
投
胡
耶
巌
終
日
　
（
村

議
会
誠
良
し
補
充
選
挙
人
名
簿
に
対
す
る
異

議
判
決
最
終
日
　
（
村
議
会
誠
員
）
補
充
選

一
五
日
　
七

一
六
月
　
八

一
七
火
　
九

一
八
水
一
〇

二

二

日

一

四

革
人
名
溝
の
確
定
　
相
識
会
議
良
選
挙
立
会

人
五
人
を
超
え
る
と
き
の
く
じ
の
実
施
　
村

議
会
議
員
選
挙
の
開
削
が
期
日
の
告
示
　
村
議

会
議
員
選
挙
会
場
の
準
備

村
議
会
論
点
選
挙
投
栗
日
午
前
七
時
よ
り
午

後
六
時
ま
で
　
村
議
会
議
員
遺
草
開
鞘
が
場
準

備村
塾
全
議
員
選
挙
陶
叫
が
口
午
前
八
時
よ
り

村
議
会
議
員
当
選
告
知
日
（
二
〇
名
）

村
長
任
期
満
了
の
日

村
長
選
挙
連
動
費
用
柿
餅
届
出
般
終
日
及
び

告
示

▼
し
て
も
ら
え
は
来
年
の
兄
迄
に

■
は
坤
の
声
も
き
こ
え
て
平
和
な

一
雰
囲
気
を
つ
く
る
立
派
な
所
に

な
る
だ
ろ
う
と
村
民
の
協
力
を

よ
ぴ
か
け
て
い
る
。

立
法
院
議
員
に
再
ザ
知
花
氏
当
選

去
る
十
一
月
十
三
日
に
挙
行
さ
‥
　
　
　
男
　
二
、
四
九
二

l
～
た
立
法
院
議
員
退
学
に
於
い
■
　
　
　
　
　
　
（
点
宝
こ

て
杜
大
党
公
刃
賊
の
知
花
英
夫
氏
　
不
在
投
票
　
三
一

が

当

選

し

ま

し

た

。

　

一

　

女

　

三

尚
嘉
手
納
村
に
於
け
る
内
訳
は
‖
　
　
　
男
一
九

仮
投
票
一

女

　

一

男
　
○

合
計
　
五
、
六
七
八

（九〇％）

有
効
票
　
五
、
六
二
九

無
効
票
　
　
　
　
四
九

各
候
補
者
の
得
票
数

石
女
　
二
、
〇
一
二

神
皇
　
　
　
七
五
六

知
花
　
二
、
八
六
一

家
か
ら
部
落
外
ま
で
沢
山
の
人

が
集
団
を
作
っ
て
何
か
を
追
い

出
す
よ
う
な
動
作
を
す
る
。
そ

の
際
に
「
ホ
ー
ハ
イ
、
ホ
ー
ハ

イ
」
と
叫
ぶ
。
こ
れ
も
何
か
の

マ
ジ
ナ
イ
で
あ
ろ
う
。
菅
の
人

は
火
撃
や
人
の
死
は
悪
魔
の
仕

】
兼
と
考
へ
た
ら
し
い
。

そ
れ
で

二
五
水
　
　
村
議
会
議
員
任
期
読
了
の
日
（
一
七
名
）

二
九
日
　
　
村
越
金
箱
鼠
選
挙
連
動
叡
用
梢
許
届
出
最
終

日
及
び
告
示

［
＝
絹
針
巴

最
近
野
回
船
管
宮
周
辺
が
き
れ
協
力
し
て
周
囲
の
木
を
大
切
に

次
の
通
り
。

選
挙
当
日
の
有
称
者

六
、
三
一
七

有
軒
者
凱六

、
三
三
七
（
名
溝
）

投
叫
小
数
　
五
、
六
四
六

女
　
三
、
一
五
四

消
防
と
ホ
ー
ハ
イ

‥
私
達
の
尊
い
人
命
や
、
多
大
な

“
る
財
産
を
一
瞬
に
し
て
奪
い
去

ご
て
行
く
災
害
の
中
で
特
に
恐

”
ろ
し
い
も
の
に
は
風
、
水
、
火

■
　
－
　
1
－
　
－
　
－
…
－
　
－
　
災
が
挙
げ
ら
れ
る
事
と
思
い
ま

㌻
謹
話
に
拍
車
を
か
け
る
Y
火
災
の
原
因
は
種
々
あ
り

い
に
な
っ
た
と
村
民
の
間
で
専

ら
の
評
判
で
あ
る
。

こ
れ
は
参
道
に
通
ず
る
下
水
を

衰
探
し
て
暗
渠
に
し
参
道
も
小

石
を
敷
つ
め
道
の
両
側
に
木
麻

黄
、
一
五
〇
本
を
節
付
た
た
め

自
然
に
小
公
園
の
様
な
感
じ
が

出
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
一

九
五
八
年
三
月
に
旅
付
け
し
た

琉
球
松
四
百
本
が
総
門
に
見
守

ら
れ
て
す
く
す
く
の
ひ
て
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
、
見
な
ど
は

本
村
唯
一
の
想
い
の
場
所
と
し

て
多
く
の
人
に
覿
し
ま
れ
る
域

に
な
っ
た
。
村
と
し
て
も
こ
の

八
千
平
方
米
の
総
符
宮
C
民
間
山

を
小
公
園
に
す
る
た
め
に
力
を

注
い
で
お
り
去
る
九
月
中
旬
か

ら
十
一
月
中
旬
迄
の
約
二
ケ
月

に
肩
‥
っ
て
失
尭
対
策
と
し
て
毎

日
十
三
人
の
人
夫
を
く
り
出
し

…
ま
せ
う
が
そ
の
中
で
人
間
の
不

薗
意
に
よ
る
失
火
の
場
合
が
長

一
も
多
く
、
今
日
迄
の
全
琉
の
統

計
が
如
実
に
示
し
て
居
る
の
で

あ
り
ま
す
。
当
村
消
防
も
内
外

部
か
ら
の
物
心
両
面
の
卸
援
助

の
時
に
「
ホ
ー
ハ
イ
」
と
叫
ぶ

こ
と
は
誰
で
も
よ
く
知
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
「
ホ
ー
ハ
イ
」

は
火
事
と
関
係
が
あ
る
。
し
か

し
火
中
と
云
う
意
味
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。
沖
縄
語
で
は
「
火

事
だ
」
と
い
う
こ
と
を
「
ヒ
ー

ド
ー
イ
と
い
っ
て
「
ホ
ー
ハ
イ

ド
ー
イ
」
と
は
い
わ
な
い
し
「

火
事
や
人
の
死
を
そ
の
ま
ゝ
に

す
る
と
そ
の
悪
女
は
ま
た
虞
の

家
に
火
事
を
起
し
た
り
、
隣
の

人
を
死
な
し
た
り
す
る
の
で
そ

の
悪
魔
を
追
い
払
う
必
要
が
あ

る
。
「
ホ
ー
ハ
イ
」
は
そ
の
マ

ジ
ナ
イ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
ホ
ー
ハ
イ
」
と
い
う
言
葉
は

女
の
性
器
を
戚
出
す
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
が
そ
れ
は
「
よ
除

け
の
マ
ジ
ナ
イ
」
と
し
て
使
用

さ
れ
る
。
「
そ
れ
は
雷
が
喝
る

と
き
「
タ
ワ
ー
ギ
ヌ
、
ヒ
チ
十

デ
ー
ビ
ル
」
　
（
桑
の
木
の
下
で

ご
ざ
い
ま
す
）
と
い
う
の
と
同

…
火
串
が
あ
ゥ
た
」
と
い
う
こ
と
川
じ
で
あ
ろ
う
。
宙
は
桑
を
嫌
う

吾
鳥
描
㌍
㌍
最
柚
絹
錆
机
信
用
識
…

て
手
入
れ
し
た
も
の
で
村
民
が

絹
甥
踊
配
信
崇
用
精
銅
絹
唇
▼
齢
…
㍗
昌
一
打

消
防
で
あ
ゥ
て
は
何
の
役
に
も
▲
「
ホ
ー
ハ
イ
」
は
火
事
と
い
う
㌣
と
し
て
「
性
器
を
蕗
出
す
る
」

た
た
な
い
と
零
す
る
者
で
あ
り
斎
味
で
は
な
く
「
鎮
火
ま
た
は
「
の
は
悪
魔
の
方
か
そ
れ
を
追
い

ま
寸
。
適
切
な
消
防
態
勢
を
撃
籾
焼
防
止
の
マ
ジ
ナ
イ
」
で
あ
も
う
人
間
の
方
か
そ
れ
が
問
題

え
て
こ
そ
消
防
の
使
命
は
速
成
㌃
と
思
わ
れ
る
。
困
朗
地
力
一
∴
で
あ
る
。

さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
村
民
叫
は
葬
式
の
後
に
葬
式
の
あ
っ
た
▲

消
防
隊
長
　
金
城
宏
正

各
位
の
今
後
由
一
明
り
翠
鱒
導

と
謡
警
関
目
子
宝
旦
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

員
一
同
に
替
り
訝
願
い
鼓
し
三
人

す
。
来
る
十
二
月
一
日
・
1
り
三
五
村
役
所
C
玄
関
か
・
h
入
る
と

日
迄
の
三
日
間
防
火
テ
ー
て
あ
う
き
あ
た
り
に
受
付
侍
り
談
じ

り
ま
す
が
、
そ
の
行
事
に
因
ん
■
か
い
る
。

■
で
倒
‥
禦
学
較
良
の
西
中
守
盤
先
■
姉
娘
h
山
、
∴
払
届
折
壁
届
や
死

▼
生
の
細
厚
意
に
よ
り
ま
し
て
ホ
■
亡
餌
と
ほ
と
′
ハ
と
り
居
什
－
は
こ

■
∵
∴
工
ト
㍑
㍉
言
∵
‥
い
、
告

の
椅
子
を
あ
た
～
め
て
い
る
の

で
村
民
と
の
親
し
み
も
深
く
、

そ
れ
に
「
板
は
や
さ
し
く
て
番

鑓
よ
し
」
と
い
う
こ
と
で
職
員

間
で
も
評
判
も
の
で
あ
る
。
今

月
は
忙
が
し
そ
う
に
ペ
ン
を
は

頂
駅
が
こ
の
人
の
前
と
い
え
よ

う
。
八
仲
と
い
う
長
い
年
月
こ

し
わ
せ
て
い
る
彼
女
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
な
が
ら
受
付
簿
を
か

〓
て
今
年
一
月
か
ら
十
月
末
迄

の
婚
姻
届
出
数
と
出
生
届
出
数

を
調
べ
て
見
た
。

一
九
六
〇
年
－
月
～


